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「生徒作品ギャラリー ART BY STUDENTS」
光村図書ウェブコンテンツのご案内

　ウェブサイト上で、全国の中学校・高等学校の

生徒作品をご覧いただけるコンテンツ「生徒作

品ギャラリーART BY STUDENTS」を公開

しています。

　1000点以上に及ぶさまざまな作品（2023年11

月現在）を、ジャンル別にご紹介。キーワードや

描画材などから作品を検索することも可能です。

　国内最大級の生徒作品ギャラリーをぜひ、ご

活用ください。

「ART BY」トップページ。風景画や自画像、ポスター、木工芸、写真など、
さまざまな作品を見ることができます。

各作品に「作者の言葉」を掲載。
作品に込めた思いや制作意図をご覧いただけます。

「ART BY」は
こちらから

アクセスできます。
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アトリエ訪問
プロダクトデザイナー

柴田文江
アートが生まれるとき

藤岡祐機
この１点

 「最後の晩餐」 
蔵屋美香

本資料は、一般社団法人教科書協
会が定めた「教科書発行者行動
規範」に則って作成したものです。



ア ト リ エ

訪 　 　 問
第 23 回

柴田文江
オムロンの体温計「けんおんくん」や
無印良品の「体にフィットするソファ」など機能的かつ
美しいフォルムのデザインで日本を代表するプロダクトデザイナーとして
活躍する柴田文江。彼女のアトリエに伺い、ものづくりへのこだわりを聞いた。
文章 長谷川 華　撮影 永野雅子

プロダクトデザイナー
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　建物のワンフロアをまるごと活用

している柴田さんのアトリエ。一応

仕切りはあるものの、天井はすべて

吹き抜けになっていて、解放感が漂

う。さらに窓からは、都心の一等地

とは思えない豊かな緑が広がってお

り、明るい日差しにあふれていた。

―ここをアトリエにした決め手は

なんでしょうか。

柴田　なんといっても窓から見える

グリーンです。実は、近所に住んで

いる大家さんのお庭の借景なのです

けれど、これを見た瞬間にこの部屋

をアトリエにしたい！と。
―アトリエの造りで工夫されたと

ころはありますか。

柴田　解放感を大切にしたいので、

アトリエ全体をできるだけひと続き

の空間にしています。仕切りはある

けれど、天井の方は抜けていて声が

聞こえるので、一緒に働いている仲

間の様子がわかるようになっていま

す。

　今は作品のサンプルを作るにして

も、3Dプリンターなどがあるので、

効率がすごく上がりました。そうい

ったツールを置いたり、工具を使っ

て作業をするワークスペースがゆっ

たり取れたりするのもこのアトリエ

のよいところです。

　あとは小さいですけれど、キッチ

ンもあります。どうしてもアトリエ

にいる時間が長くなるので、ちょっ

と暮らしているみたいな気分にもな

れ、リラックスしながら働くことが

できています。
―常にデザインのことを考えてい

るのですか。

柴田　案件を受けると、それに対す

るアイデアの根幹みたいなものが生

まれる「あっ」という瞬間まで、悶
もん

々
もん

と考え続けています。

　そこにオンとオフはなくて、寝て

も覚めてもという感じです。
―柴田さんの代表作の一つとなっ

た体温計「けんおんくん」（※写真1）の

ときもそうでしたか。

柴田　このときは、クライアントか

ら、自分たちのブランドを代表する

ような、家庭用医療機器メーカーの

シンボルとなるような体温計を作り

たい、という要望がまずあったので

す。

　体温計は、病気のときに使うもの

というイメージもあるかと思います。

病気といえばお医者さんの存在って

大事ですけれど、それに匹敵するも

のってなんだろう、などとずっとあ

れこれ考えて行き着いたのが「母の

愛」でした。そして、それをデザイ

ンに生かせないかと。
―それを体現したのが、あの形と

いうわけですか。

柴田　お母さんの優しさとか賢さ、

信頼性を裏切らないものを体温計で

表現したらどんな形になるだろう、

と考え続け、あのようなころんとし

た形が生まれました。

　クライアントから依頼を受けた2000

年頃は、まだそんなに電子体温計が

身近ではなかったので、これまでの

体温計のイメージを一新するような

デザインにしたかった、というのも

あります。それで形以外の工夫とし

て、文字の表示を縦にしました。も

ちろん内部のメカニズムの問題で、

できないこともあります。そのあた

りは機能性とデザイン性のせめぎあ

いになるので、何度も微調整を重ね

ていきました。
―デザインを考える際に大切にさ

れていることは何ですか。

柴田　それはその時々の自分の状態

によって変わっていくのですが、今

ここにきて、やはりプロダクトデザ

インは美しくないとだめだと思うよ

うになっています。

　もちろん機能性も大事ですが、プ

ロダクトの存在そのものが「美しい」

ということはとても大事なこと。だ

からこそ使う側が気に入るわけです

し、気に入れば長く使ってもらえる。

「買い物」という行為をしたいため

だけに、デザインは気に入らないけ

れどとりあえず買っちゃおう、とい

う消費行動を変えたいんです。

　人間って、美しくて機能的であれ

ば、それを長く使うもの。そういう

プロダクトデザインを今後もしてい

きたいと思っています。

しばた・ふみえ
山梨県生まれ。武蔵野美術大学工芸工業デ
ザイン学科卒業。大手家電メーカーを経て
Design Studio Sを設立。電化商品から日用
雑貨、医療機器、ホテルなどさまざまなプロダクト
のデザインを手がけ、レッドドットデザイン賞（ドイ
ツ）、毎日デザイン賞、グッドデザイン賞金賞など
数 の々賞を受賞。現在は、多摩美術大学教授
も務めている。著書に『あるカタチの内側にある、
もうひとつのカタチ』（ADP）。

上／考え抜かれたワークスペース。
作業の際に出るゴミなどが散乱しないよう
ガラス板で仕切られているが、仲間の顔が見えるように、
オフィスとしてはひと続きの空間になっている。
左／打ち合わせスペースの一角に置かれた
ガラスの一輪挿し「SACCO」は自身の作品。
右／アトリエ内にあるキッチンスペース。来客に出す
お茶の準備をしたり、ちょっとした調理もできるので、
スタッフにも好評だとか。

みんなのためのデザイン

大人や子供，お年寄りや体の不自由な人など，社会にはさまざまな人がいる。
できるだけ多くの人が快適に使えるものや環

かん

境
きょう

をつくるには，どうしたらよいだろう。
身近な日用品や公共施

し

設
せつ

の工
く

夫
ふう

を参考に，デザインを考えよう。

●多くの人が使いやすい形や材料について考え，工
く

夫
ふう

してあらわす。

●日用品や公共空間を鑑
かん

賞
しょう

して，機能と美しさの調和を感じ取る。
目 標

表 

現

デ 

ザ 

イ 

ン 

や 

工 

芸 

な 

ど

これらの作品は，使いやすさや安全性などに配
はい

慮
りょ

してデザインされたものだ。
どのようなところが工夫されているか考えてみよう。

鑑 賞

道 徳 科 と の つ な が り  思いやり，感謝／社会参画，公共の精神／よりよく生きる喜び

計量カップやボウルなどの
台所用品のセット。

台所用品のセット
プラスチック他
収納時の直径31.5㎝　2012年

羽根のない扇
せん

風
ぷう

機
き

プラスチック他
高さ54.7㎝　2009年
ジェームズ・ダイソン
［1947～ イギリス］

電子体温計
プラスチック他

長さ12.5㎝　2004年
柴
しば

田
た

文
ふみ

江
え

［1965～ 山梨県出身］
©Koji Miura

背面に持ち手が付いた
　　　　メトロノーム。

メトロノーム
プラスチック他

高さ20.1㎝　2017年

ファスナーを開けて上半分を折り返すと，
　　　　　　　　　ペン立てになる筆箱。

ペン立てになる筆箱
ナイロン他　長さ16.5㎝　2014年
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生 徒 作 品

車いすバスケットボールに使われる競技用の車いすは，障害の
有
う

無
む

を超
こ

えてスポーツをするためのデザインの一つだ。素
す

早
ばや

い

ターンや急な加速，車いすどうしのぶつかり合いなど，通常の
車いすでは行わない動きに対応できるよう，形や材料が工夫さ
れている。

●誰もがスポーツを楽しむために

肩
かた

に掛
か

けることで，腕
うで

の負担を軽減したじょうろ。

しょるじょー
右上：企

き

画
かく

書　紙，アクリル，ペン　51.4×36.3㎝
右：模型　針金，紙粘

ねん

土
ど

，アクリル他　幅
はば

55㎝

公共の場所で，使いやすく工夫されたデザインを探してみよう。鑑 賞

 2段になった手すり

大人や子供など，さまざまな身長の人がつ
かまりやすい手すり。

 中学校のトイレ

床
ゆか

に段差がなく，案内表示が大きいため，誰
だれ

にとっても使いやすい。

 自転車を積み込
こ

める鉄道車両

折り畳
たた

んだり，解体したりせずに自転車を
積み込むことができる，特別な鉄道車両。

軽くて強いアルミ製。車輪が斜
なな

めに付いており，通
常の車いすに比べて転

てん

倒
とう

しにくい。また，後ろを振
ふ

り向きやすいよう，背もたれが低くつくられている。

競技用の車いす　アルミ他　高さ60～80㎝　2012年車いすバスケットボールの
試合の様子
（2016年リオデジャネイロ
パラリンピック）

家で使っているじょうろについて調べた。

日用品などを調べて，より使いやすいデザインを考えよう。表 現 発 想
構 想

©︎
 産

経
デ

ジ
タ

ル

さまざまな人が快適に使えるかどうか
調べるときは，次の項

こう

目
もく

ごとに採点し，
レーダーチャートにまとめるとよい。

１．どんな人でも同じように使える。
２．何通りもの使い方ができる。
３．使い方がわかりやすく簡単である。
４．必要な情報が使う人に確実に伝わる。
５．事故が起きにくい。
６．長時間使っても疲

つか

れにくい。
７．使いやすい大きさである。
８．壊

こわ

れにくく長く使える。
９．使い心

ごこち

地がよく，美しい。
10．人の身体や環境に優

やさ

しい。

63※写真1　中学校教科書『美術2・3』P.62に
掲載されている「けんおんくん」。
多くの人の使いやすさや安全性などに配慮して
デザインされた「ユニバーサルデザイン」の
一例として紹介されている。

さんさんと日差しが注ぎ込む打ち合わせスペース。背面は、オフィススペースとの間仕切り部分に設置された棚。
プロダクトデザインに関する書籍や自身の作品、そして植物や雑貨などが並べられている。

プ
ロ
ダ
ク
ト
の

存
在
そ
の
も
の
が

 『
美
し
い
』と
い
う
こ
と
は

と
て
も
大
事
な
こ
と
。
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の考えをまとめる」という課題が出

されており、第1時はその課題の発

表からスタートした。ターナー、ミ

レー、ゴッホなどさまざまな画家に

ついての発表がなされる中、いちば

ん人気はモネ。「影に黒を使ってい

ない」「奥行きを感じさせる構図や

色の対比など、1枚の絵の中にたく

さんの工夫が詰まっている」といっ

た感想が、驚きをもって共有された。

　生徒たちの風景画への関心が高ま

ってきたところで、飯田先生はごく

簡単に風景画の歴史について語った。

　西洋では、14世紀頃から神話や宗

教を主題にした作品の背景として風

景が描かれていたが、17世紀に入る

と、身近な風景が描かれるようにな

ったことを説明。さらにカメラの発

明により、見たままの風景を描くの

ではなく、「見た風景をどう解釈して

表現するか」が大事にされるように

なった、ということを説明した。

　そして、生徒たちに、「風景を見た

ままに描くのではなく、風景から何

を感じ、どんなふうに描きたいか考

えることが大事」と強調した。

　生徒たちはタブレット端末を持ち、

校内や学校周辺で、描きたい風景を

探した。さまざまな角度から写真に

収め、同時に自分がどんな思いをも

ってその場所を描くのか、考えを深

めていく。

　その後、候補を三つに絞り、それ

ぞれの場所をどう描きたいかをタブ

レット端末を用いてスライドにまと

めた。風景を見た瞬間の感動や、そ

の場所で起こった印象的な出来事の

ほかにも、もし自分がゴッホだった

らこんなふうに描くだろうといった

予想などもスライドにまとめて、グ

ループ内やクラス全体で共有。意見

交換しながら考えを深め、候補を一

つに絞っていった。

「自らの置かれた環境について深く考え始める
中学2年生という時期に、身近な風景を見つめ、描く題材を
設定している」と語る飯田先生。風景を写実的に描くのではなく、
「生徒たちが風景を見つめる中で、自身のアイデンティティに
迫るような発見や感動があれば嬉しい」と考える先生の授業には、
さまざまな工夫が散りばめられていた。

埼玉県朝
あさ

霞
か

市立朝霞第五中学校

（1～3組各39名）飯
いい

田
だ

成
しげ

子
こ

先生 2年生

　4月から3か月にわたり、全11時

間で行われた 2年生の風景画の授業。

生徒たちには、春休みに「風景画を

多く描いた画家について調べ、自分

風景画について知る
第1時

風景をどう描くか考える
第2～ 4時

授業リポート

上／屋上から学校周辺の風景を
撮影。見慣れたはずの景色が、
少し違って見える。
右／生徒Aさんのスライド。
着眼点や構図がユニークなものは
クラス全体で共有する。

私の風景を描く
授業時数や、学校の立地などの環境によっては

取り扱いの難しい風景画。
今号は、そんな風景画に｢中学生にこそ向き合ってほしい」と考え、

積極的に取り組む飯田成子先生の授業を取材した。
撮影 鈴木俊介（一部、学校より提供）

特集
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　飯田先生は、「画用紙のサイズに

とらわれなくていいよ。切ればいい

から」とアドバイスし、生徒が自由

な発想で描けるよう後押しした。

　下描きが終わったら、次はいよい

よ着彩だ。塗り始める前に、飯田先

生は刷
は

毛
け

、スポンジ、ローラーを使

った広い面積を塗る技法を実演して

みせた。生徒たちは完成図を思い描

きながら、どんな技法が効果的か検

討する。

　刷毛やローラーなど思い思いの用

具を手にした生徒たちは、空や草原

などから塗り始めた。まず最初に面

積の広い部分から塗り進めることで、

「いつまでも終わらない」という生

徒の心理的な負荷も下がるそうだ。

さらに、右記のような着彩の工程を

黒板に大きく掲示することで、誰も

がとまどうことなく取り組むことが

でき、少ない授業時間の中でも効率

的に制作を進められるという。

　天候に恵まれた日は、教室の外に

出て、実際の風景に目を凝らしなが

ら描いていく。写真を見ているだけ

では感じ取れない、明暗や色彩、そ

の場所のにおいや雰囲気などを実感

しながら描くことができて、生徒た

ちは実に楽しそうだ。

　教室を出る前、飯田先生は毎時異

なる声掛けを行っていた。「今日は色

をたくさん見つけてみよう。1年生

のときにやった混色のしかたを思い

出して」「今日は、光と影に気をつけ

てみよう。明るいところと暗いとこ

ろをよく見ようね」。

　立地条件によっては、学外に出る

ことが難しい学校も多いだろう。そ

の場合、飯田先生は、「窓から眺めた

風景を描こう」というように学外に

出なくても描ける課題を設定をした

り、「自分のプライベートな空間を描

いてみよう」といった解釈の自由度

が高い課題にしたりするなど、工夫

をしているそうだ。

　作品が完成したら、①形や色で工

夫したこと、②挑戦したり試したり

した技法、③風景の表現に関心がも

てたか、これからの自分に生かせる

ことはありそうかといった質問に回

答するかたちで制作を振り返るシー

トを作成。完成した作品は、グルー

プ内で鑑賞し合った。同じ場所を描

きながらも、まったく異なる主題の

作品ができあがったことに驚く声や、
「Aさんらしい！」といった、描い

た人の個性のあらわれに納得するよ

うな感想が聞かれた。

　描きたい場所が決まったら、主題

がより明確になるように写真をトリ

ミングしていく。風景をタブレット

端末で撮影しておくと、画面上で何

度もトリミングし直すことが可能だ。

中には、横長のパノラマ写真のよう

な大胆なトリミングを施す生徒も。

思い通りにトリミングができたら、

クロッキー帳にアイデアスケッチを

した後、下描きに入る。

上／試行錯誤を要するトリミングと、
タブレット端末の相性は抜群だ。
下／生徒が描きたいサイズに画用紙を
裁断する飯田先生。

自分の表現を模索する
第5 ～10時

振り返り、相互鑑賞
第11時

野球部で思い入れのある、ネット越しの景色を描く。

左／花と草むらの部分は、絵の具チューブの口部分を画用紙に押し付けた後、手でなじませて、
点描のような表現に。この独特な表現方法は、制作を進める中で生徒自身が考えた。
右／美術室から持ち出したパステルを使って、雲の影の部分を淡い色合いで表現。
水彩絵の具だけでなく、コンテやパステル、水彩色鉛筆などの描画材も表現に合わせて使用する。

❶深みのある色で
❷見せたいところを
　 中心に
❸細かい筆や
　水彩色鉛筆で
❹説明的にならないで

着 彩 後 期

❶少し濃いめに
❷影の所など
❸中くらいの筆で
❹水は多めに
❺色を重ねて

着 彩 中 期

❶淡い色から
❷遠くから
❸太い筆で
❹水を多めに
❺全体を大まかに

着 彩 初 期

水彩画  着彩のしかた

授業展開 生徒の活動（全11時間）

●心ひかれる風景を見つけ、その理由を考えるとともに、
　思い入れを表すために形や色、技法などを工夫して描く。
●作品を鑑賞し、その風景を描いた作者の思いや表現の工夫を感じ取る。

学習目標

●形や色、材料、光などが感情にもたらす効果や、造形的な特徴などをもとに、
　心ひかれる風景を全体のイメージで捉えることを理解している。（知識）
●材料や用具の特性を生かし、自分の表したい気持ちや描きたいイメージに応じて、
　工夫して表している。（技能）
●心ひかれる風景を見つけ、その理由を考えることで主題を生み出し、
　全体と部分との関係などを考えながら構成を工夫して構想を練っている。（発想）
●描かれている風景の造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の心情や表現の意図と
　工夫などについて考えるなどして、見方や感じ方を広げている。（鑑賞）
●美術の創造活動の喜びを味わい、心ひかれる風景を描く表現の学習活動に
　主体的に取り組もうとしている。（態表）
●美術の創造活動の喜びを味わい、風景画を描いた作者の思いや表現の工夫を
　感じ取る鑑賞の学習活動に主体的に取り組もうとしている。（態鑑）

評価規準

形や色、技法の工夫、風景の表現への
関心などについて振り返りシートを作成し、
完成作品はグループ内で鑑賞し合う。

第11時

▲ まとめ

風景画を多く描いた画家について調べたことを
発表し、風景画のおおまかな歴史を知る。

第1時

▲ 導入

風景を撮影し、どうしてその場所を描きたいのか、
どのように描きたいのか言語化してまとめる。
主題が明確になるように写真のトリミングを工夫し、
アイデアスケッチをする。

第2-4時

▲ 制作❶

どのような形や色、技法を使ったら
自分の描きたい風景を表せるか考えて描く。

第5-10時

▲ 制作❷
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1 天気がよい日に体育館裏の風景を見て
　「なんてきれいなんだろう」と感じ、描くことに。
　奥行感があるのもこの場所の魅力だと感じたので、縦の構図にした。
2 緑がキラキラしていたのが印象的だったので、初めに薄い黄色をのせ、
　その上から青を足すことで鮮やかな緑を作り出す。
3 光と影を印象的に描き出すために、影となる部分には濁った色を使用した。

Mさん ▲「光を印象的に描きたい」

1 事前課題でゴッホの作品を見て「ゴッホのように植物を力強く描いてみたい」
　と思い、学校近くの川沿いの草むらを描くことにした。
　草むらが画面の中心になる構図に。
2 絵の具を少なめの水で溶き、力強いタッチで色をのせていく。
3 草むらが印象的に見えるように、
　画用紙の両端を切って正方形の作品に仕上げた。

Sさん ▲「ゴッホみたいに描きたい」

1 入学当初から、校庭にあるこの木が好きでよく見上げていた。
　お気に入りの木を中心にして、自然に囲まれた校舎を描きたい。
2 木の存在感を表現したいので、枝の間から校舎が見える横長の構図に。
　薄い水色で空の色を塗った後、手前の木を描きこんでいく。
3 年季の入った幹を描くために、絵の具の「かすれ」を生かしたり、
　黄色や青などの色を使って立体的に見えるよう工夫したりした。

Rさん ▲「お気に入りの木を中心に描きたい」

描きたい風景1 工夫して表現する2 完成！3

生 徒 た ち の 表 現 の プ ロ セ ス 回の授業で特に工夫した点は、

「風景画について知り、考える

こと」と「トリミング」です。風景

画を多く描いた画家について調べた

り、調べたことをクラスで共有した

りすることで、一口に風景画といっ

ても、多種多様な表現があるという

ことに気づきます。そうして発見し

たことをベースに、画家ならこの風

景をどう描くか、自分ならどうだろ

うと考えていくことが表現の工夫に

つながっていったように思います。

　授業の構想の出発点に、「自分で作

品のサイズを決めるところから制作

をスタートさせたい」という思いが

ありました。画用紙のサイズに、表

現を縛られるのはもったいないと思

ったのです。その結果、「いちばん描

きたいものを目立たせるために正方

形にトリミングする」といった、自

身の表現したいものに合わせて、ト

リミングを駆使しながら構図を考え

る生徒の姿も見られました。

　完成した作品は、どれもその生徒

らしさが感じられるものとなってい

て、「風景画に取り組む中で、自身の

アイデンティティに迫るような体験

をしてほしい」という願いが少しは

達成されたのかな、と思っています。

霞五中を訪問するたびに、夢

中で表現活動を行っている生

徒たちの姿に感心するばかりでした。

飯田先生は特別なことはしていない

と言っていましたが、教育環境やICT

の活用、生徒の創造性に働きかける

授業上の工夫などについて、さまざ

まな示唆を得ることができました。

　美術室等の教育環境は特筆すべき

もので、教室に入った瞬間に創作意

欲を掻き立てられます。教室内の壁

面は用具や材料、資料等の刺激で埋

め尽くされ、教室の真ん中には、本

時の授業で使用するであろう材料や

描画材が出番を待っている状態。廊

下には、生徒作品等が展示され、美

術室周辺が校内でも特別な場所であ

ることが感じ取れました。教育環境

が生徒に与える影響の大きさを考え

ずにはいられませんでした。

　学校は、GIGAスクール構想におい

て一人一台の端末の整備が進み、そ

の活用のしかたが課題になっていま

すが、この点においても参考となる

授業実践でした。生徒は常にタブレ

ット端末が使用できる状況にあり、

本題材では、写真撮影・写真への補

助線入れやトリミング・電子黒板と

の連動・途中段階の作品画像を指定

フォルダに保存させることで制作過

程を把握・評価資料の収集につなげ

る等、タブレット端末をフル活用し

ていました。

　また、調べた画家の表現の特徴を

振り返り、画用紙の形を自由にカッ

トし、画材別の特徴の把握や色づく

りにこだわらせる等の取り組みは、

新たな感じ方や感性を育てることに

つながるものでした。美術の学びは、

与えられた課題を正解に導くもので

はなく、この授業のように、生徒が

自分の求める答えを見つけ、それを

創造的に解決していくことなのだと

思います。

　実践のすべてにおいて、飯田先生

の教育的想像力と美術教育への熱意

を感じました。飯田先生の美術ミッ

ションに向き合い、見事に解決して

いく生徒たちのこれからがとても楽

しみです。

今

朝

埼玉県生まれ。
跡見学園女子大学文学部
美学美術史学科卒業。

埼玉県朝霞市立朝霞第五中学校教諭。

いいだ・しげこ
飯田成子

埼玉県生まれ。
群馬大学教育学部卒業。

前さいたま市立片柳中学校校長。
元埼玉県美術教育連盟長。

なかがわ・しょうじ
中川昇次

授業を終えて

授業を参観して
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取り、さらにその形の一部を、櫛
くし

の

歯のように細く切っていきます。そ

の櫛の歯の幅は、1mmに満たないほ

ど。それゆえか、それとも切り方に

コツがあるのか、櫛の歯の一本一本

は螺
ら

旋
せん

状に巻くことになるのでした。

するとどうなるか。くるくるとして

いる箇所では、裏側のピンク色が、

水色のうちに見えることになります。

そんな櫛の歯を、長方形の下側だけ

でなく上側にも施せば、それはもう、

「櫛のようななにか」ではなくて、

「シンプルだけれど複雑な、繊細だ

けれど構築性の感じられる美しいオ

ブジェ」となるのでした。

　一応断っておくと、藤岡が使うは

さみはごく普通の、数百円で買える

ような製品です。

　実は藤岡にも、切り絵をつくって

いた時期がありました。2歳くらいの

頃から紙をちぎったりするのが好き

だった彼がはさみに出会ったのは 6

歳くらいの頃。よほど相性がよかっ

たのでしょう。家の中にある紙を何

時間も切り続けるようになり、やが

てそれは、抽象的な形の切り絵と呼

べるようなものとなったのでした（写

真❸）。その形がとてもユニークだっ

たので、小学校 2年生のときには、

熊本養護学校（現：熊本支援学校）の

先生ができあがったものを額装する

ようになります。

　そして、運命のときが訪れます。

熊本市現代美術館学芸課長（当時）の

南
みなみ

嶌
しま

宏
ひろし

（故人）が同校を訪れた際

に、壁にかけてある切り絵を見て驚

き、同館の開館記念展「ATTITUDE 

2002」への出品を依頼したのでした。

小学生が、現代美術館の企画展に出

品作家として参加するなんて、少な

くとも私は聞いたことがありません。

　櫛の歯状の作品をつくり始めたの

は、2001年頃、つまり小学校4年生

くらいの頃だったようです（写真❹）。お

もしろいのは、制作にあるルールが

あること。柄ともいうべき部分をよ

く見てください。斜めに切り込みが

あるのがわかるでしょうか。実はこ

れ、藤岡による制作終了のしるしな

のです。集中して櫛の歯を切った後、

櫛の歯とは別の場所をぱつんと切っ

て、それでおしまい。これまで丹精

を込めて切っていたはずの「作品」

が手から離れて床に落ちるのも気に

せず、すっとどこかに行ってしまう

のです。

　実は彼は自閉症です。それゆえ、

制作意図について、音声言語を介し

たコミュニケーションに基づき確認

することはできません。つまり、先

ほど私が紹介したような、いつ頃つ

くり始めたかとか、どのようにつく

っているかについては、彼とともに
暮らしてきたご両親から聞いていま

す。彼らが、息子の行為に敬意を抱

き、そこから生み出されたものを大

切に思い、きちんと保管して、展覧

会に快く貸し出したりしてくれるか

らこそ、私たちは、藤岡の創造力の

幅の広大さを感じ取ることができる

のです。そして、人間の「つくる」

という力の奥深さに思いを至らしめ

ることができるのです。この連載で

は、そんな作品を皆様に紹介してい

きたいと考えています。

　「紙とはさみと 1～2色のクレヨン

を使って何かをつくってみましょう！」

　そう言われたら、あなたはどんな

ものをどのようにつくりますか？きっ

と多くの人は、果物や木など何かを

かたどったうえで、つまり切り絵を

つくったうえで、そこに色を塗って

いくのではないでしょうか。紙に色

を塗り、その紙をちぎったうえで、

山
やま

下
した

清
きよし

のようなちぎり絵をつくる人

もいるかもしれません。

　今回紹介する藤岡祐機は、そのど

ちらとも違う手法を自ら生み出しま

した。たとえばこんなふうに。

　まず、紙の裏表それぞれの一部に

色を塗ります。表は水色、裏はピン

ク色といった感じです（写真❶）。そのう

えで、長方形や、ちょっと変わった

（象に見えなくもない）形（写真❷）に切り

紙とはさみを用いて

転機は小学生のとき

両親の支え

❶《無題》　6.5×10.4㎝　2006年頃　滋賀県立美術館蔵

黒の部分は、もとのチラシにあった色＝部分。
それが絶妙に生かされたバランスになっている、そう思いませんか？

❷《無題》　7.4×11.6㎝　2009～12年頃　滋賀県立美術館蔵

櫛の歯部分の左端は「まっすぐ」だけれど右端はゆるい弧を描いています。
生きものにも見えるのはきっとそのせい。

滋賀県立美術館ディレクター（館長）。1976年
茨城県生まれ。慶應義塾大学大学院修士課
程修了。東京国立近代美術館主任研究員
を経て現職。著書に『アール・ブリュット アート 
日本』（監修、平凡社）など。滋賀県立美術館
では「人間の才能 生みだすことと生きること」展
（2022年）を企画。

ほさか・けんじろう保坂 健二朗

机の上にはペットボトルやドレッシングボト
ルが。制作の合間には、お茶を飲んだりアイ
スを食べたりするリラックスタイムが不可欠。
一時期は、つくり始める前に、納豆に焼肉の
たれをかけたうえで一気に食べるのが習慣だ
ったこともあったよう。手前の椅子も欠かせ
ない存在で、紙を切る際、また、紙を見なが
らどう切ろうかと思案している際、それを足
で前後左右に器用に動かすのでした。

制作中の藤岡。 撮影：高橋マナミ／画像提供：（一財）日本財団 DIVERSITY IN THE ARTS

❸切り絵のポストカード　14.8×10㎝　2003年

先が曲がっているからとじ針か？太い左は曲がってしまった杭
くい

にも見える。
太さが全然違うのは、遠近感の表現なのかも？

❹《無題》　21.4×53.3㎝　2001年頃　滋賀県立美術館蔵

幅53.3cmは、櫛の歯シリーズの中では最大級。
既存の紙にあるグリッドには全く沿わずに切っている。

藤岡祐機
1993年　熊本県生まれ

ふじおか・ゆうき第1回

このコーナーでは、
毎回アール・ブリュット（※）の
作家を一人取り上げ、

滋賀県立美術館ディレクターの
保坂健二朗先生に、
ご紹介いただきます。

※アールブリュットとは、「生
なま

の芸術」を意味するフランス語で、
　評価や流行とは関係なく、「つくりたい」という衝動から

　制作された独自の表現を指します。

が

まれる

1110



千葉県生まれ。横浜美術館 館長。
千葉大学大学院修了。
東京国立近代美術館勤務を経て2020年より現職。
2013年、第55回ヴェネチア・ビエンナーレ
国際美術展で日本館キュレーターを務め、
特別表彰を受賞（アーティスト：田中功起）。
2020年4月より横浜トリエンナーレ
総合ディレクターも務める。主な著書に
『もっと知りたい 岸田劉生』（東京美術）など。

蔵屋 美香
くらや・みか

　世界で最も有名な美術作品の一つ

でしょう。でも本物を見た人は多く

ないかもしれません。《最後の晩餐》

は、500年以上前にレオナルド・ダ・

ヴィンチが制作を行ったミラノの修

道院に今もそのままあります。だっ

てこの作品は壁画、つまり建物の壁

に描かれているからです。建物にく

っついているから、実物を見たけれ

ば遠くイタリアまで行くほかないの

です。

　でも出かけるだけの価値はありま

す。作品はがらんとした部屋の壁の

上部に描かれています。少し下がっ

て見ると、実際の部屋の壁の線が絵

の中の壁の線につながり、中央にい

るキリストの頭のあたりにある消失

点に向かってすーっと消えていくよ

うです。現場で見ると、この作品が

一種のだまし絵の効果をもっている

ことが初めてわかるのです。

　描かれているのは聖書に出てくる

「最後の晩餐」の場面です。弟子た

ちと夕食をとりながら、キリストは、

この中の1人が私を裏切るだろう、

と語ります。

　キリストと12人の弟子は全員がテー

ブルの向こう側に並んでいて、ちょ

っと不自然です。まるでテーブルの

こちら側にいる私たちに向かって劇

を上演するかのようです。弟子たち

は 3人ひと塊になり、左右にふた塊、

6人ずついます。身振りはみな大げ

さで、だから聖書のお話を知らなく

ても、キリストの爆弾発言が弟子た

ちに波紋を広げるようすがよくわか

ります。

　たとえば、キリストの右隣の3人

は直接その言葉を聞き、「どうして

そんなことを言うんですか」と反発

しているみたいです。その隣の青い

衣装を着けた人は、「隣の 3 人によ

るとキリストはこんなことを言って

いるそうですよ」と右端の 2人に伝

え、聞いた 2人は、え、本当に？と

戸惑っている。つまりこの作品は、

中心から両端に向かって伝言が伝わ

るまでの時差と、それが弟子たちに

順々に引き起こす心の揺れを、みご

とに描いているのです。キリストの

近くに座りながら固くなって思わず

身を遠ざける「裏切り者」がどの人

物か、あなたはわかりますか？

　ちなみにこの部屋はもと修道士た

ちの食堂だったそう。だから絵の主

題もご飯絡みなんですね。ご飯を食

べながらだまし絵内の空間にいざな

われ、修道士たちは、まるで自分も

この晩餐に参加しているように感じ

たかもしれません。

セリフが聞こえそうな
波乱の食卓

※中学校教科書『美術 2・3』P.10-13に掲載

第 23 回

壁画　テンペラ　420×910㎝　1495～98年
サンタ・マリア・デッレ・グラツィエ修道院蔵（イタリア）

最後の晩
ばん

餐
さん

レオナルド・ダ・ヴィンチ
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